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一
、
は
じ
め
に

　
「
付
喪
神
」
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
付
喪
神
」
項
に
よ
る
と
、「
器
物

が
一
〇
〇
年
を
経
過
す
る
と
精
霊
が
宿
り
、
人
に
害
を
加
え
る
と
い
う
俗
信
か 

ら
、
そ
の
精
霊
の
こ
と
を
い
う
」
と
あ
る
。『
時
代
別
国
語
辞
典  

室
町
時
代
編
』

の
「
付
喪
神
」
項
に
は
、「
百
年
を
経
た
器
物
が
な
っ
た
と
い
う
、
人
に
害
を
な

す
神
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
長
い
年
月
を
経
過
し
た
器
物
に
は
力
が

宿
っ
て
、
人
に
害
を
な
す
、
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
妖
怪
や
神
に
つ
い
て

詳
し
く
な
く
と
も
、
漫
画
や
小
説
、
ア
ニ
メ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、「
付
喪
神
」
の
知
名
度
は
高
く
、
長
い
年
月
を
経
た
器
物
に
霊
魂
が 

宿
っ
た
も
の
、
と
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、「
付

喪
神
」
は
、
作
品
に
よ
っ
て
神
と
し
て
扱
わ
れ
た
り
、
妖
怪
と
し
て
扱
わ
れ
た

り
と
様
々
で
、
実
は
文
献
資
料
も
あ
ま
り
多
く
な
い
。
辞
書
に
は
「
人
に
害
を
な 

す
」
存
在
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
害
を
与
え
る
存
在
に
は
描
か

れ
て
い
な
い
の
だ
。
そ
ん
な
謎
も
多
い
「
付
喪
神
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
絵
巻
物

が
『
付
喪
神
絵
巻
』
で
あ
る
。

　
『
付
喪
神
絵
巻
』
と
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
上
下
二
巻
構
成

の
絵
巻
物
だ
。
内
容
は
、
康
保
の
頃
（
九
六
四
～
九
六
八
）、
年
末
の
煤
払
の
日

に
捨
て
ら
れ
た
古
い
道
具
た
ち
が
人
間
へ
の
復
讐
を
図
っ
て
、
妖
物
と
変
じ
悪
さ

を
す
る
。
し
か
し
、
最
後
に
は
改
心
し
、
悪
行
へ
の
反
省
か
ら
出
家
し
修
行
に
励

ん
だ
後
、
成
仏
を
果
た
す
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
『
付
喪
神
絵
巻
』
に
つ
い
て
は
、『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
と
関
連
し
て

言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、『
付
喪
神
絵
巻
』
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
研
究
は

少
な
い
。『
付
喪
神
絵
巻
』
に
は
最
古
の
絵
巻
で
あ
る
崇そ

う

福ふ
く

寺じ

本
と
、
江
戸
時
代

に
流
布
し
た
絵
巻
群
と
い
う
二
系
統
が
存
在
す
る
。
先
行
論
に
お
い
て
、
崇
福
寺

本
を
第
一
系
統
と
し
、
江
戸
時
代
の
絵
巻
群
を
第
二
系
統
と
さ
れ
、
ど
ち
ら
が
先

に
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
て
い
る

。
た
だ
し
、
最
古
本
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
崇
福
寺
本
を
中
心
に
『
付
喪
神
絵
巻
』
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
ま
た
、
江
戸
時
代
書
写
の
絵
巻
群
は
十
数
本
ほ
ど
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
身
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
と
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と

付
喪
神
絵
巻
考
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が
多
く
、
絵
巻
ご
と
の
特
徴
に
注
目
す
る
研
究
は
少
な
い
。
現
存
最
古
の
絵
巻
を

研
究
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
流
布
し
た
絵
巻
を
顧
み
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
流
布
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
人
々
に
読
ま
れ
た
絵

巻
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
江
戸
時
代
の
絵
巻
群
に
は
、
崇
福
寺
本
に
は
な 

い
、
人
々
に
読
み
た
い
、
読
ま
せ
た
い
と
思
わ
せ
る
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
だ
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
て
き
た
近
世
期
に
書
写
さ
れ

た
絵
巻
群
に
着
目
し
、『
付
喪
神
絵
巻
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

二
、
諸
本
に
つ
い
て

　
『
付
喪
神
絵
巻
』
の
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
、
齋
藤
真
麻
理
に
よ
る
と
、

　
　
　
『
付
喪
神
絵
巻
』
の
テ
ク
ス
ト
は
二
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
系
統
は
実
隆
の
日
記
か
ら
や
や
下
る
十
六
世
紀
の
作
で
、
現
蔵
者
の
名

を
冠
し
て
崇
福
寺
本
と
称
さ
れ
る
最
古
の
絵
巻
で
あ
る
（
中
略
）
こ
れ
に
対

し
て
、『
付
喪
神
絵
巻
』
の
第
二
系
統
と
し
て
江
戸
時
代
の
模
写
絵
巻
群
が

あ
る
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
模
写
本
の
多
く
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に

頼
業
と
い
う
人
物
が
書
写
し
た
旨
の
奧
書
が
あ
り
、
本
文
や
挿
絵
に
は
早
稲

田
大
学
本
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
し
か
し
、
崇
福
寺
本
と
は
挿
絵

が
大
き
く
異
な
り
、
本
文
の
構
成
等
に
も
差
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
両
系
統
で

は
成
立
過
程
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
物
語
の
顛
末
に
そ
れ
ほ
ど
甚
だ
し

い
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

と
す
る

。
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ 

う
。
齋
藤
ら
の
先
行
研
究
を
も
と
に
、
新
た
な
諸
本
一
覧
を
示
し
て
み
た

。

　
凡
例
に
つ
い
て
、
内
題
も
し
く
は
所
蔵
者
登
録
書
名
な
ど
に
よ
る
書
名
で
立
項

し
、
参
照
で
き
る
テ
キ
ス
ト
の
あ
る
場
合
は
、［
翻
刻
・
影
印
］
を
付
し
た
。
大

学
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
場
合
は
［
Ｈ
Ｐ
］
に
示
し
た
。

第
二
系
統
は
「
寛
文
六
年
本
奥
書
」
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
に
分
け
た
。
ま
た
、

各
伝
本
に
略
称
を
示
し
て
お
り
、
以
下
そ
の
略
称
で
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
　
『
付
喪
神
絵
巻
』
の
諸
本

　
　
　
〈
第
一
系
統
〉

　
　
○
崇
福
寺
本

：

崇
福
寺
蔵
『
非
情
成
仏
絵
巻
』（
二
軸
）

　
　
　
［
翻
刻
・
影
印
］
真
保
亨
・
金
子
桂
三
『
妖
怪
絵
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
七
八
年
、
カ
ラ
ー
図
版
）、
奥
平
秀
雄
『
御
伽
草
子
絵
巻
』（
角

川
書
店
、
一
九
八
二
年
）

　
　
　
〈
第
二
系
統
〉

　
　
〈
寛
文
六
年
本
奥
書
あ
り
〉

　
　
○
京
大
本

：

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
付
喪
神
』（
二
軸
）

　
　
　
［
翻
刻
・
影
印
］『
京
都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
第
十
巻

　
　
　
［
Ｈ
Ｐ
］
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
国
文
学
研
究
資

料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

　
　
○
国
会
本
（
二
）

：

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
付
喪
神
絵
』（
二
軸
）

　
　
　
［
Ｈ
Ｐ
］
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
国
文
学
研
究
資

料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

　
　
○
日
文
研
本

：

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
『
付
喪
神
絵
詞
』（
一
軸
）

　
　
　
［
Ｈ
Ｐ
］
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
絵
巻
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
　
○
成
蹊
本

：

成
蹊
大
学
図
書
館
蔵
『
付
喪
神
記
絵
巻
』（
二
軸
）

　
　
　
［
Ｈ
Ｐ
］
成
蹊
大
学
図
書
館
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
　
○
東
博
本

：

東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
付
喪
神
絵
詞
』（
二
軸
）

　
　
　
［
Ｈ
Ｐ
］
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索

　
　
〈
寛
文
六
年
本
奥
書
な
し
〉

　
　
○
国
会
本
（
一
）

：

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
付
喪
神
記
』（
一
軸
）

　
　
　
［
翻
刻
］『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
九
巻

　
　
　
［
Ｈ
Ｐ
］
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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○
彰
考
館
本

：

徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
彰
考
館
文
庫
蔵
『
付
喪
神
記
』（
一
軸
）

　
　
　
［
翻
刻
］
横
山
重
『
室
町
時
代
小
説
集
』（
昭
南
書
房
、
一
九
四
三
年
）

　
　
○
早
大
本

：

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
付
喪
神
絵
詞
』（
一
軸
）

　
　
　
［
影
印
］
中
野
幸
一
『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書

　
国
書
篇
』
第
十

九
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）

　
　
　
［
Ｈ
Ｐ
］
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
　
〈
未
調
査
〉

　
　
○
京
芸
本

：

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
『
付
喪
神
絵
詞
』（
一
軸
）

　
　
○
国
会
本
（
三
）

：

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
付
喪
神
』（
一
冊
）

　
　
○
岩
瀬
本

：

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
『
付
喪
神
記
』（
二
軸
）

　
　
〈
所
在
不
明
〉

　
　
○
思
文
閣
本

：

『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
百
二
十
四
号
『
付
喪
神
記
絵

巻
』（
二
軸
）

　
　
○
横
山
本

：

横
山
重
旧
蔵
（「
付
喪
神
記
」、
宇
喜
多
一
蕙
画
、
一
冊
）

　
　
〈
使
用
テ
キ
ス
ト
不
明
〉

　
　
［
翻
刻
］
平
出
鏗
二
郎
『
室
町
時
代
小
説
集
』（
精
華
書
院
、
一
九
〇
八
年
）

　
　
　
　
　
　
鷲
尾
順
敬
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
第
一
輯
第
九
巻
・
文
芸
部
上

（
名
書
出
版
、
一
九
二
六
年
）

　
　
　
　
　
　
内
海
弘
蔵
『
新
釈
日
本
文
学
叢
書
』
第
二
輯
第
七
巻
・
御
伽
草
子

集
（
内
外
書
籍
、
一
九
三
〇
年
）

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
京
芸
本
、
国
会
本
（
三
）、
岩
瀬
本
、
思
文
閣
本
、
横
山
本

は
未
見
で
あ
る
。
ま
た
、
横
山
本
は
、
筧
真
理
子
や
柴
田
芳
成
の
論
考
で
そ
の
名

称
は
出
て
く
る
が
、
い
ず
れ
も
未
見
で
あ
る
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
系
統
は
不

明
で
あ
る
。

　
『
付
喪
神
絵
巻
』
は
、
突
出
し
て
古
い
崇
福
寺
本
一
点
の
み
の
第
一
系
統
と
、

江
戸
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
巻
群
で
あ
る
第
二
系
統
に
分
け
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
第
二
系
統
は
、
物
語
の
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
詞
書

の
異
同
や
欠
落
、
挿
絵
の
描
か
れ
方
の
違
い
な
ど
を
精
査
し
て
み
る
と
、
成
立
過

程
が
異
な
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
点
が
い
く
つ
か
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本

稿
で
は
、「
江
戸
時
代
に
書
写
さ
れ
た
絵
巻
」
と
一
括
り
に
さ
れ
る
伝
本
を
丁
寧

に
見
る
必
要
性
を
指
摘
し
、
第
二
系
統
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め

に
ま
ず
は
第
一
系
統
で
あ
る
崇
福
寺
本
と
第
二
系
統
の
例
と
し
て
京
大
本
を
挙
げ

て
比
較
し
て
い
く
。
京
大
本
を
取
り
上
げ
た
理
由
と
し
て
は
、
欠
落
が
な
く
原
本

の
画
像
と
翻
刻
が
閲
覧
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
早
大
本
は
こ
れ
ま
で
第
二

系
統
と
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
が
、
第
二
系
統
の
中
で
も
特
殊
な
本
文
・
絵
画
を
持

つ
伝
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
誤
写
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
書
写
者
の
意
図
を

も
っ
た
改
編
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
第
二
系
統
内
で
も
、
京
大
本
と
早
大

本
を
取
り
上
げ
て
、
比
較
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
早
大
本
は
上
巻

し
か
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
上
巻
部
分
の
比
較
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
本
稿
に
お
い
て
用
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
場
合
、
第
一
系

統
は
崇
福
寺
本
（
真
保
亨
・
金
子
桂
三
『
妖
怪
絵
巻
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八 

年
）、
第
二
系
統
は
京
大
本
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
京

都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
第
十
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
を
用

い
た
。
ま
た
早
大
本
に
関
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
り
画
像
を
確
認
し
翻
字
し
た
。
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
は
現
行
の
字
体
に

直
し
た
。
私
意
に
濁
点
、
句
読
点
、
ル
ビ
を
補
っ
た
。
ま
た
、
踊
り
字
は
開
い
た
。

三
、
崇
福
寺
本
と
京
大
本
と
の
比
較

　
ま
ず
、
上
巻
の
第
一
段
の
冒
頭
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
冒
頭
部
分

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
部
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ

り
、
崇
福
寺
本
の
第
一
段
末
尾
に
は
京
大
本
に
は
な
い
記
述
が
あ
る
。
崇
福
寺
本

の
該
当
部
を
引
用
し
て
み
る
。
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又
あ
ら
玉
の
は
じ
め
に
は
、
楡ゆ

柳り
ゅ
うの

火
を
鑚き

り

、
新
水
を
む
す
び
、
衣
裳
、

家
具
等
に
い
た
る
ま
で
、
み
な
あ
た
ら
し
く
声
花
な
る
事
、
た
だ
富
貴
の

家
の
、
を
ご
れ
る
よ
り
、
お
ご
り
た
る
か
と
思
侍
れ
ば
、
か
の
付
喪
神
を

つ
つ
し
み
て
、
新
を
賞
じ
け
り
と
は
、
い
ま
こ
そ
お
も
ひ
あ
わ
せ
て
侍
れ
。

さ
れ
ば
、
人
は
み
な
、
高
も
い
や
し
き
も
、
年
の
く
れ
に
わ

（
マ
マ
）、

ふ
る
き
を

お
さ
め
、
春
の
は
じ
め
に
は
、
あ
た
ら
し
き
物
を
用
給
な
ば
、
い
く
千
と

せ
ま
で
も
、
つ
つ
が
な
く
め
で
た
か
る
べ
き
物
を
や
。

　
冒
頭
部
に
よ
れ
ば
、
道
具
が
百
年
を
経
る
と
魂
を
得
て
付
喪
神
と
な
る
。
そ
う

し
た
道
具
の
化
け
物
の
災
難
に
合
わ
な
い
た
め
に
煤
払
い
を
行
う
の
で
あ
る
。
ま

た
、
新
年
の
始
め
に
衣
裳
か
ら
家
具
に
至
る
ま
で
す
べ
て
新
し
く
す
る
こ
と
は
、

も
と
も
と
富
貴
の
家
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
付
喪
神
に
用
心
す
る
た
め

だ
と
合
点
が
ゆ
く
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ゴ
チ
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
崇
福

寺
本
と
京
大
本
で
異
な
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
が
京
大
本
に
は
な
い

記
述
で
あ
る
。

　
相
違
点
を
見
て
い
き
た
い
。
引
用
文
の
「
新
水
」
は
、
京
大
本
で
は
「
若
水
」

と
書
か
れ
て
い
る
。『
時
代
別
国
語
辞
典  

室
町
時
代
編
』「
若わ

か

水み
ず

」
項
に
は
、「
本

来
宮
中
で
立
春
の
日
に
、
主
水
司
か
ら
天
皇
に
奉
ら
れ
た
水
。
の
ち
、
一
般
に
正

月
元
旦
に
汲
む
水
を
祝
っ
て
い
う
」
と
あ
る

。『
時
代
別
国
語
辞
典  

室
町
時
代

編
』
で
は
、「
新
水
」
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
音
が
同
じ
で
、

似
た
漢
字
を
用
い
る
用
例
と
し
て
「
薪し

ん

水す
い

」
が
見
え
る
。
こ
の
項
に
は
、「
日
常

の
生
活
に
最
小
限
不
可
欠
で
あ
る
、
た
き
ぎ
と
水
、
ま
た
、
た
き
ぎ
を
取
り
、
水

を
汲
む
こ
と
。
ま
た
、
そ
う
し
て
営
ま
れ
る
、
つ
ま
し
い
日
日
の
暮
し
を
い
う
」

と
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
新
水
」
項
に
よ
る
と
、

「
春
先
の
雪
解
け
水
」
と
す
る
。
新
年
の
初
め
に
行
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
新
水
」
や
「
薪
水
」
よ
り
も
、「
若
水
」
が
適
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
崇
福
寺
本
の
上
巻
・
第
一
段
末
尾
の
京
大
本
に
見
え
な
い
部
分
に
関
し
て
は
、

年
の
終
り
に
は
古
い
も
の
を
収
め
て
、
新
し
い
も
の
を
使
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
付
け
足
し
の
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
部
分
が
あ
っ
て
も

な
く
て
も
、
次
の
段
の
内
容
へ
入
っ
て
い
く
の
に
、
支
障
は
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
上
巻
第
二
段
、
第
三
段
の
場
面
で
は
、
捨
て
ら
れ
た
古
い
道
具
た
ち
が
、
妖
怪

と
な
っ
て
仕
返
し
を
し
よ
う
と
企
て
る
。
数
珠
の
一
連
入
道
は
止
め
よ
う
と
す
る

も
、
手
棒
の
荒
太
郎
に
打
た
れ
て
追
い
払
わ
れ
る
。
古
い
道
具
た
ち
は
古
文
先
生

に
、
陰
陽
が
入
れ
替
わ
る
節
分
に
命
を
捨
て
れ
ば
、
造
化
の
神
が
妖
怪
に
し
て
く

れ
る
と
教
え
て
も
ら
う
と
い
う
展
開
が
続
く
。

　
第
三
段
に
つ
い
て
は
、
柴
田
芳
成
に
よ
り
、
崇
福
寺
本
が
古
文
先
生
中
心
に
、

京
大
本
が
一
連
入
道
を
中
心
に
、
物
語
が
進
む
展
開
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
す
で

に
あ
る

。
改
め
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
崇
福
寺
本
で
は
第
二
段
に
お
い
て
、
捨

て
ら
れ
た
道
具
た
ち
の
会
議
、
そ
の
悪
巧
み
を
止
め
に
入
っ
た
一
連
が
追
い
出
さ

れ
て
出
家
し
た
こ
と
ま
で
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
段
で
は
、
再
び
物
語
を

会
議
の
場
に
戻
し
て
、
古
文
先
生
が
造
化
の
神
に
身
を
任
せ
れ
ば
妖
怪
に
変
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
京
大
本
で
は
第
二
段
で
一
連
が
追
い

出
さ
れ
た
後
、
古
文
先
生
の
語
り
に
よ
っ
て
、
妖
怪
と
な
る
手
は
ず
を
整
え
る
ま

で
を
ま
と
め
て
描
く
。
そ
し
て
、
第
三
段
に
追
い
出
さ
れ
た
一
連
の
無
念
が
告
白

さ
れ
て
い
る
。
一
連
が
出
家
し
た
こ
と
は
、
上
巻
の
時
点
で
は
明
確
に
描
か
れ
て

い
な
い
。
第
二
段
と
第
三
段
で
は
、
数
珠
の
一
連
入
道
が
追
い
払
わ
れ
た
状
況
を

描
く
順
番
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
京
大
本
に
な
い
記
述
が
崇
福
寺
本
に
い
く
つ

か
あ
る
こ
と
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

　
崇
福
寺
本
で
は
、
一
連
の
登
場
か
ら
退
場
後
ま
で
を
第
二
段
で
一
気
に
描
い
て

い
る
。
一
連
は
こ
れ
以
降
、
下
巻
の
中
盤
に
至
る
ま
で
出
番
が
な
い
。
一
連
の
退

場
後
、
第
三
段
は
古
文
先
生
の
語
り
に
始
ま
り
、
第
四
段
は
古
文
先
生
の
教
え
通

り
に
す
る
と
妖
怪
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
場
面
に
続
く
。
い
よ
い
よ
妖
怪

へ
と
変
化
し
た
場
面
で
、
物
語
が
動
き
始
め
る
場
面
で
も
あ
る
た
め
、
読
者
の
印
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象
に
残
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
登
場
か
ら
退
場
ま
で
を
第
二
段
の
後
半
で

一
気
に
終
わ
ら
せ
、
退
場
し
て
し
ま
っ
た
一
連
の
こ
と
は
あ
ま
り
記
憶
に
残
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
段
で
は
、
名
前
が
付
け
ら
れ
、
一
連
を
打
っ
て
退
場
さ
せ
る
と
い
う
大
役

を
担
う
も
の
の
、
後
半
に
一
行
ほ
ど
の
出
番
し
か
な
い
「
手
棒
の
荒
太
郎
」
も
い

る
。
古
文
先
生
も
活
躍
は
第
二
段
で
終
わ
っ
て
お
り
、
第
三
段
で
は
名
前
が
出
て

く
る
の
み
で
あ
る
。
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
妖
怪
が
活
躍
す
る
の
は
、
第
二
段

が
主
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
以
降
後
半
ま
で
出
番
の
な
い
一
連
の
印
象
は
、

よ
り
薄
く
な
る
。

　
一
方
で
京
大
本
で
は
、
第
二
段
で
一
連
を
会
議
か
ら
退
場
さ
せ
た
後
、
第
三
段

に
退
場
さ
せ
ら
れ
た
無
念
さ
を
嘆
く
一
連
の
様
子
を
描
く
場
面
が
入
る
。
一
連
の

情
報
を
小
出
し
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
第
三
段
丸
ご
と
使
っ
て
一
連

の
様
子
を
描
い
て
い
る
た
め
、
一
連
は
こ
れ
以
降
描
か
れ
な
く
な
る
。
荒
太
郎
や

古
文
先
生
と
描
か
れ
方
の
異
っ
た
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
柴
田
芳

成
の
意
見
と
同
様
に
、
第
二
系
統
で
あ
る
京
大
本
は
物
語
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
整

え
ら
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
京
大
本
で
は
第
六
段
で
あ
る
が
、
崇
福
寺
本
で
は
第
五
段
に
当
た
る
部
分
で
、

七
言
絶
句
の
漢
詩
が
二
題
四
種
み
え
る
。
一
方
の
京
大
本
で
は
一
題
二
種
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
次
に
京
大
本
に
み
え
な
い
、「
変
化
物
」
と
題
さ
れ
た
漢
詩
を
引

用
す
る
。

　
　
次
韻
、
題
変
化
物
二
首

　
　
　
春
風
花
下
詠
詩
来

　
　
万
朶
紅
粧
染
雪
開

　
　
　
奇
語
詔
光
莫
相
背

　
　
此
生
改
変
旧
塵
埃

　
　
　
化
魂
相
楽
欲
酬
春

　
　
孰
与
邯
鄲
夢
裡
人

　
　
　
好
認
清
香
為
酒
伴

　
　
仙
桃
酔
露
小
紅
脣

　
　
此
外
、
囲
碁
、
双
六
、
鞠
に
、
弓
に
い
た
る
ま
で
、
の
こ
る
と
こ
ろ
な
く
奥

を
つ
く
し
て
ぞ
遊
び
戯
け
る
。

　
引
用
は
割
愛
し
た
が
、「
花
題
」
と
題
す
る
二
首
も
あ
る
。
そ
の
第
一
首
目
に 

は
、
玄
宗
気
取
り
で
鞨か

つ

鼓こ

（
雅
楽
で
使
わ
れ
る
打
楽
器
）
を
奏
で
る
と
、
花
が
一

斉
に
咲
い
た
。
も
う
古
道
具
に
は
戻
ら
な
い
と
詠
っ
て
い
る
。
第
二
首
は
、
一
度

の
夢
や
そ
の
夢
を
見
る
間
の
短
い
時
間
を
い
う
「
一
夢
」
と
い
う
語
句
か
ら
、
儚

さ
を
感
じ
る
句
で
あ
る
。「
変
化
物
」
と
題
さ
れ
た
漢
詩
も
同
様
の
解
釈
が
で
き 

る
。
第
一
首
も
、
花
の
第
一
首
と
同
様
に
、
も
う
古
道
具
と
い
う
存
在
で
は
な
い

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
第
二
首
も
ま
た
、「
邯
鄲
夢
（
人
の
世
の
栄
枯
盛
衰
の
は
か
な
い
こ
と
の
た
と

え
）」
と
い
う
言
葉
か
ら
儚
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。「
邯
鄲
夢
」
は
『
閑
吟
集
』
や
『
太

平
記
』
に
用
例
が
み
え

、
い
わ
ば
中
世
に
お
け
る
韻
文
の
常
套
的
な
表
現
と
指

摘
で
き
る
。
花
題
と
変
化
物
題
の
第
一
首
と
第
二
首
で
は
同
じ
韻
を
使
用
し
て
お

り
、
編
者
は
漢
詩
に
精
通
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
読
者
も

こ
う
し
た
叙
述
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
物
語
だ
け
で
は
な
く
、
漢
詩
に
も
興
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
漢
詩
も
様
々
な
遊
び

の
中
の
一
つ
と
し
て
、
妖
怪
た
ち
が
興
じ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
そ
の
よ
う
な
遊
び

の
空
間
を
持
つ
読
者
層
が
、
想
定
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
上
巻
を
主
に
比
較
す
る
と
述
べ
た
が
、
崇
福
寺
本
と
京
大
本
で
最
大
の
違
い 

が
、
上
巻
後
半
か
ら
下
巻
の
前
半
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
下
巻
の
前
半
も
比
較

し
て
い
く
。
そ
の
違
い
と
は
、
京
大
本
で
は
上
巻
・
第
六
段
中
盤
か
ら
第
七
段
、

下
巻
第
一
段
に
か
け
て
描
か
れ
て
い
る
場
面
が
、
崇
福
寺
本
に
は
欠
け
て
お
り
、

な
い
の
で
あ
る
。
京
大
本
の
該
当
場
面
を
挙
げ
る
。

　
京
大
本
・
上
巻
・
第
六
段
中
盤

　
　
　
或
時
妖
物
の
中
に
申
け
れ
ば
、
夫
吾
朝
は
本
よ
り
神
国
に
て
、
人
み
な
神

道
を
信
じ
た
て
ま
つ
る
。
我
等
す
で
に
形
を
造
化
神
に
う
け
な
が
ら
、
彼
神

を
あ
が
め
た
て
ま
つ
ら
ざ
る
事
、
心
な
き
木
石
の
ご
と
し
。
今
よ
り
し
て
此

神
を
氏
神
と
さ
だ
め
て
、
如
在
礼
奠
を
い
た
さ
ば
、
運
命
ひ
さ
し
く
保
て
子

孫
繁
昌
せ
む
事
う
た
が
ひ
あ
ら
じ
と
て
、
や
が
て
此
山
の
奥
に
社
壇
を
た
て
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て
、
そ
の
名
を
変
化
大
明
神
と
号
し
た
て
ま
つ
る
。
立
烏
帽
子
の
祭
文
の
督か

み

を
神
主
と
し
、
小
鈴
の
八
乙
女
、
手
拍
子
の
神か

楽ぐ
ら

男お

な
ど
さ
だ
め
を
き
て
、

朝あ
し
たに

い
の
り
タ
に
ま
つ
り
申
事
、
猛
悪
不
善
の
妖
物
と
は
申
な
が
ら
、
信
に

か
た
ぶ
く
こ
こ
ろ
ざ
し
、
か
の
盗と

う

跖せ
き

が
五
常
の
法
に
相
似
た
る
か
な
。

　
京
大
本
・
上
巻
・
第
七
段

　
　
　
余
社
の
法
例
に
准
じ
て
祭
礼
お
こ
な
ふ
べ
し
と
て
、
神
輿
を
造
立
し
た
て

ま
つ
る
。
こ
ろ
は
卯
月
は
じ
め
の
五
日
、
深
更
に
を
よ
び
て
一
条
を
東
へ
み

ゆ
き
な
す
。
山
を
つ
く
り
。
桙ほ

こ

を
か
ざ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
風
流
、
美
を
つ
く

し
、
善
を
つ
く
せ
り
。

　
　
　
時
に
関
白
殿
下
、
臨
時
の
除
目
お
こ
な
は
れ
ん
が
た
め
に
、
一
条
を
西
へ

達
智
門
よ
り
御
参
内
あ
る
所
に
、
件
の
祭
礼
行
あ
ひ
た
ま
へ
り
。
前ぜ

ん

駆く

の 

輩
、
馬
よ
り
落
て
絶
入
す
。
そ
の
ほ
か
の
供
奉
の
人
々
、
み
な
地
に
た
ふ
れ

ふ
す
。
さ
れ
ど
も
殿
下
は
ち
と
も
さ
は
ぎ
ま
し
ま
さ
ず
、
御
車
の
う
ち
よ
り

化け

生し
よ
うの

も
の
を
、
は
た
と
睨

に
ら
み

た
ま
へ
り
。
不
思
儀
な
る
事
に
は
、
は
だ
の
御

守
よ
り
、
忽
に
火
炎
を
い
だ
す
。
其
火
炎
無
量
の
火ほ

村む
ら

と
成
て
化
生
の
者
に

負
か
ゝ
る
。
化
生
の
者
、
ま
ろ
び
倒
て
逃
う
せ
に
け
り
。

　
京
大
本
・
下
巻
・
第
一
段

　
　
　
今
夜
、
路
次
の
さ
は
ぎ
に
よ
り
て
御
参
内
事
ゆ
か
ず
か
へ
り
た
ま
ひ
ぬ
。

未
明
に
こ
の
よ
し
奏
聞
せ
ら
る
。
主
上
お
ほ
き
に
御
お
ど
ろ
き
あ
り
て
、
や

が
て
御
占
を
こ
な
は
る
。
占
文
の
さ
す
所
、
御
慎
軽
か
ら
ざ
る
よ
し
奏
し
け

れ
ば
、
諸
社
の
奉
幣
、
顕
密
の
御
祈
祷
、
は
じ
め
ら
る
べ
き
よ
し
さ
だ
め
ら 

る
。

　
　
　
抑

そ
も
そ
も、

昨
夜
殿
下
の
御
ま
も
り
の
奇
特
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
な
に
が
し
の
僧 

正
、
御
師
壇
た
る
に
よ
り
て
御
守
の
た
め
に
手
づ
か
ら
尊
勝
陀
羅
尼
を
書
、

供
養
し
て
進
ぜ
ら
る
。
御
身
を
は
な
た
せ
給
は
ず
し
て
か
け
ら
れ
け
る
。
そ

の
し
る
し
に
て
ぞ
侍
り
け
る
。
主
上
も
此
よ
し
き
こ
し
め
し
、
今
度
の
御
祈

は
、
し
か
し
な
が
ら
彼
僧
正
に
ま
か
す
べ
き
よ
し
仰
く
だ
さ
る
。
再
三
辞
申

さ
る
る
と
い
へ
ど
も
、
勅
定
そ
む
き
が
た
く
し
て
、
す
な
は
ち
清
凉
殿
に
を

ひ
て
、
如
法
尊
勝
の
大
法
を
こ
な
は
る
。
伴
僧
廿
ロ
、
み
な
こ
れ
一
門
の
秀

才
、
瑜ゆ

伽か

教
の
達
者
な
り
。
護
摩
の
け
ぶ
り
禁
中
に
薫
じ
、
念
珠
の
声
、
禁

裏
を
ひ
び
か
す
。

　
　
　
し
か
る
に
第
六
日
の
後
夜
の
時
に
、
御
聴
聞
の
た
め
に
主
上
出
御
な
る
と

て
、
御
殿
の
上
を
御
覧
ぜ
ら
る
る
に
、
赫
変
た
る
光
明
あ
り
。
そ
の
中
に
奇

異
な
る
天
童
七
八
人
、
或
は
剣
を
提
、
或
は
宝
棒
を
か
た
げ
て
立
け
る
が
、

同
時
に
北
を
さ
し
て
飛
去
ぬ
。
是
則
二
明
王
の
眷
属
、
悪
魔
降
伏
の
た
め
に

現
じ
給
ふ
ら
む
と
、
渇
仰
の
御
涙
、
叡
襟
を
ぞ
う
る
ほ
し
け
る
。

　
　
　
す
な
は
ち
御
聴
聞
所
へ
出
御
な
り
、
本
尊
を
拝
し
ま
し
ま
し
、
結
願
の
後
、

御
布
施
の
儀
式
は
て
て
、
阿
闍
梨
を
御
前
ち
か
く
め
さ
れ
仰
く
だ
さ
れ
け
る

は
、
真
言
道
の
奇
特
、
今
に
は
じ
め
ぬ
事
な
れ
ど
も
、
今
度
の
効
験
、
し
か

し
な
が
ら
僧
正
が
練れ

ん

行ぎ
よ
うの

功
よ
り
お
こ
り
た
る
よ
し
勅
定
あ
り
け
れ
ば
、
仏

法
を
貴
み
お
ば
し
め
す
叡
慮
の
か
た
じ
け
な
き
に
、
僧
正
、
涙
に
咽

む
せ
び

て
御
前

を
ぞ
出
ら
れ
け
る
。

　
京
大
本
・
上
巻
・
第
六
段
の
叙
述
は
、
古
い
道
具
た
ち
を
妖
怪
に
変
え
て
く
れ

た
造
化
の
神
を
変
化
大
明
神
と
し
て
祀
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
第
七
段
は
、
妖
怪

た
ち
が
祭
礼
の
行
列
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
関
白
が
参
内
の
途
中
で
鉢
合
わ
せ

を
す
る
。
恐
ろ
し
い
妖
怪
た
ち
に
関
白
の
お
供
は
地
面
に
倒
れ
伏
す
が
、
関
白
は

動
じ
ず
、
に
ら
み
返
し
、
持
っ
て
い
た
お
守
り
か
ら
炎
が
噴
き
出
し
、
妖
怪
た
ち

を
追
い
払
う
。
下
巻
の
第
一
段
は
、
関
白
が
持
っ
て
い
た
お
守
り
に
は
、
尊
勝
陀

羅
尼
と
い
う
呪
文
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
呪
文
を
書
い
た
と
い
う
僧

正
に
、
清
涼
殿
に
て
祈
祷
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
天
皇
が

そ
の
場
を
訪
れ
る
。
す
る
と
護
法
童
子
が
現
れ
、
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
天
皇
は

そ
の
加
護
に
涙
す
る
。
崇
福
寺
本
に
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
物
語
が
描
か
れ
な
い
。

　
妖
怪
を
追
い
払
う
力
を
持
っ
て
い
た
「
尊
勝
陀
羅
尼
」
と
は
、
読
経
や
書
写
す

る
こ
と
で
様
々
な
功
徳
が
あ
る
と
さ
れ
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、「
尊
勝
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陀
羅
尼
」
が
お
守
り
と
し
て
機
能
す
る
話
に
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
四
・
四
十

二
話
「
依
尊
勝
陀
羅
尼
験
力
遁
鬼
難
語
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
藤
原
常
行
が
百
鬼
夜

行
に
遭
遇
す
る
話
で
あ
る
。
常
行
の
乳
母
が
衣
の
襟
首
に
「
尊
勝
陀
羅
尼
」
を
縫

い
付
け
て
く
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
験
力
で
命
拾
い
を
し
た
と
さ
れ
る
。
話
末
評

で
は
、
こ
の
話
を
聞
い
た
人
々
は
、
さ
ら
に
信
心
を
深
め
、「
尊
勝
陀
羅
尼
」
を

お
守
り
を
持
ち
歩
い
た
と
す
る

。
関
白
が
「
尊
勝
陀
羅
尼
」
と
書
か
れ
た
お
守

り
を
持
っ
て
い
た
『
付
喪
神
絵
巻
』
と
異
な
り
、
常
行
は
お
守
り
を
直
接
持
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、「
尊
勝
陀
羅
尼
」
か
ら
炎
が
出
て
も
い
な
い
。
し

か
し
、「
尊
勝
陀
羅
尼
」
の
力
が
、
百
鬼
夜
行
、
妖
怪
を
退
け
て
く
れ
た
と
い
う

点
は
同
じ
で
あ
る
。

　
第
二
系
統
で
は
、「
尊
勝
陀
羅
尼
」
説
話
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
仏
教
の
偉
大 

さ
、
さ
ら
な
る
信
仰
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
関
白
が
た
だ
妖
怪

に
恐
れ
ず
に
い
る
だ
け
で
な
く
、「
尊
勝
陀
羅
尼
」
の
力
で
妖
怪
を
追
い
払
い
、

さ
ら
に
、
お
守
り
に
「
尊
勝
陀
羅
尼
」
と
書
い
て
く
れ
た
僧
正
が
、「
如
法
尊
勝

の
大
法
」
を
祈
祷
す
る
。
そ
し
て
、
護
法
童
子
が
出
現
し
、
天
皇
が
感
涙
を
流
す

と
い
う
展
開
か
ら
、
仏
法
に
よ
る
鎮
護
国
家
の
物
語
へ
と
発
展
し
て
い
る
様
相
が

垣
間
見
ら
れ
る
。
関
白
と
い
う
存
在
も
ま
た
国
の
要
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
叙
述
の
大
き
い
欠
落
な
ど
に
注
目
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は

先
行
論
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
さ
ら
に
丁
寧
に
本
文

を
精
査
し
て
み
た
い
。
祭
礼
・
参
内
場
面
に
続
く
京
大
本
・
下
巻
・
第
二
段
と
、

妖
怪
と
な
っ
た
道
具
た
ち
が
宴
を
開
い
て
盛
り
上
が
っ
た
後
の
崇
福
寺
本
・
下 

巻
・
第
一
段
の
場
面
を
引
用
す
る
。
崇
福
寺
本
と
京
大
本
と
で
、
脱
文
や
増
幅
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
ゴ
チ
や
傍
線
を
引
い
て
あ
る
。

　
崇
福
寺
本
・
下
巻
・
第
一
段

　
　
　
さ
る
程
に
、
護
法
童
子
、
化
生
の
物
の
城
へ
飛  

う
つ

  

り
て
、

忽
に

降
伏
し
給
ふ
。
輪
宝
、

虚
空

  

に
転
じ
、
火
炎
、
身
を
せ
む
。
汝
等
も
し

生
命
を
害
せ
ず
、
諸
人
を
な
や
ま
す
事
な
く
し
て
三
宝
を
帰
依
し
、
つ
ゐ
に

菩
提
を
証
ぜ
ん
と
お
も
は
ば
、
只
今
の
命
を
た
す
く
〔
脱
文
？
〕
へ
き
よ
し

の
給
へ
ば
、
変
化
の
者
共
、
ふ
か
く
つ
つ
し
み
想

お
も
い

て
、
各

お
の
お
のか

た
が

た

誓
約
し

て
、
彼
の
教
誡
に
し
た
が
ふ
。

　
　
　
あ
り
が
た
き
か
な
や
。
無
縁
の
大
悲
へ
た
つ
る
と
こ
ろ
な
か
れ
ば
、
魔
党

を
も
す
て
給
は
ず
。
彼
等
が
命
を
た
す
け
て
、
つ
ゐ
に
仏
道
に
引
入
、
菩
提

の
宝
珠
を
あ
た
へ
て
か
へ
り
給
ふ
事
よ
。
可
貴
可
信
。

　
京
大
本
・
下
巻
・
第
二
段

　
　
　
さ
る
程
に
案
の
ご
と
く
、
護
法
童
子
、
化
生
の
も
の
の
城
へ
飛
う
つ
り
、

忽
に
降
伏
し
た
ま
ふ
。
輪
宝
虚
空
に
転
じ
、
火
焔
、
身
を
せ
む
。
汝
等
も
し

生
命
を
害
せ
ず
、
諸
人
を
な
や
ま
す
事
な
く
し
て
三
宝
を
帰
依
し
、
つ
ゐ
に

菩
提
を
証
ぜ
ん
と
お
も
は
ば
、
た
だ
今
の
命
を
た
す
く
べ
し
。
し
か
ら
ず
は

悉
降
伏
す
べ
き
よ
し
の
た
ま
へ
ば
、
変
化
の
者
ど
も
、
ふ
か
く
つ
つ
し
み
、

を
そ
れ
て
、
か
た
く
誓
約
申
て
後
、
教
誡
に
し
た
が
ひ
け
り
。

　
京
大
本
で
は
、
下
巻
・
第
一
段
に
お
い
て
、
先
に
確
認
し
た
「
尊
勝
陀
羅
尼
」

の
功
徳
が
語
ら
れ
、
そ
の
効
能
が
認
め
ら
れ
、「
如
法
尊
勝
大
法
」
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
天
皇
の
も
と
に
護
法
童
子
が
現
れ
る
。
妖
怪
た
ち
の
祭
礼
、
そ
の
祭

礼
場
面
に
出
く
わ
し
た
関
白
が
天
皇
に
奏
上
し
、
祈
祷
に
よ
り
護
法
童
子
を
呼
び

出
す
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
崇
福
寺
本
に
な
い
。
そ
し
て
、
下
巻
・

第
二
段
で
護
法
童
子
が
妖
怪
た
ち
を
降
伏
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
崇
福

寺
本
は
悪
行
を
尽
く
し
た
妖
怪
た
ち
が
宴
を
楽
し
ん
だ
上
巻
最
後
の
場
面
か
ら
、

下
巻
最
初
の
場
面
で
護
法
童
子
が
突
然
現
れ
、
妖
怪
た
ち
は
調
伏
さ
れ
る
。
人
間

に
悪
さ
を
し
た
か
ら
降
伏
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
勧
善
懲
悪
の
お
き
ま
り
パ
タ
ー
ン

で
は
あ
る
が
、
護
法
童
子
の
出
現
は
唐
突
で
あ
ろ
う
。

　
冒
頭
に
あ
る
「
さ
る
程
に
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
話
題
を
転
ず
る
と
き
や
新
し

い
話
を
切
り
出
す
と
き
に
使
う
「
さ
て
」
と
い
う
用
法
と
、
こ
れ
ま
で
の
展
開
に

関
連
し
て
、「
そ
う
す
る
間
に
」
と
い
う
こ
と
を
指
す
意
味
が
あ
る
。
京
大
本
の
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下
巻
第
二
段
の
最
初
に
あ
る
「
さ
る
程
に
」
は
、
護
法
童
子
が
飛
び
去
っ
て
妖

怪
た
ち
の
前
に
現
れ
た
場
面
で
あ
る
た
め
、
新
し
い
話
で
は
な
く
、「
そ
う
し
て

い
る
間
に
」
と
い
う
意
味
合
い
が
正
し
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
崇
福
寺
本
の
下
巻

第
二
段
の
最
初
に
あ
る
「
さ
る
程
に
」
は
、
上
巻
か
ら
下
巻
に
移
動
し
て
い
る
た 

め
、
話
題
を
転
じ
る
と
き
に
使
わ
れ
る
用
法
だ
ろ
う
。
新
し
い
場
面
で
あ
る
こ
と

を
示
す
「
さ
て
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
好
き
放
題
し
て
い
た
妖
怪
た
ち
が
懲

ら
し
め
ら
れ
る
場
面
に
入
っ
た
と
読
者
は
思
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
京
大
本
は
「
さ
る
程
に
」
に
加
え
て
、「
案
の
ご
と
く
」
と
続
く
。「
案
の
ご
と

く
」
に
は
、「
考
え
て
い
た
通
り
、
案
の
定
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
。
京
大
本

の
下
巻
第
一
段
で
、
護
法
童
子
が
現
れ
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
の
を
見
た
天
皇
が
、

彼
等
は
妖
怪
た
ち
を
降
伏
さ
せ
る
た
め
に
出
現
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
天
皇
が

祈
祷
し
た
僧
正
を
褒
め
て
第
一
段
は
終
わ
り
、
下
巻
・
第
二
段
に
続
く
。「
そ
う

し
て
い
る
間
に
案
の
定
」、
護
法
童
子
は
妖
怪
を
降
伏
さ
せ
に
行
っ
て
く
れ
て
い

た
。
崇
福
寺
本
に
は
、「
案
の
ご
と
く
」
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
京
大
本
の
下
巻

第
一
段
に
当
た
る
場
面
が
崇
福
寺
本
に
は
な
い
た
め
、「
さ
て
」
と
場
面
が
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
「
案
の
定
」
と
続
く
に
は
違
和
感
が
あ
る
。「
案
の
ご
と
く
」
が
消

さ
れ
た
の
か
、
付
け
足
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
崇
福
寺
本
と
京
大
本
と

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
詞
書
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
崇
福
寺
本
の
途
中
に
脱
文
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
個
所
が
あ
る
。
引
用

文
の
ゴ
チ
の
箇
所
で
あ
る
。
京
大
本
で
は
、
降
伏
し
た
妖
怪
た
ち
は
、
護
法
童
子

に
悟
り
を
開
く
な
ら
ば
命
だ
け
は
助
け
て
や
る
と
言
わ
れ
た
後
、「
反
省
し
な
け

れ
ば
残
ら
ず
調
伏
し
て
や
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
崇
福
寺
本
は
、「
悟
り
を
開

く
な
ら
命
だ
け
は
助
け
て
や
る
」
と
、
護
法
童
子
が
言
う
だ
け
で
、「
調
伏
し
て

や
る
」
と
ま
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
崇
福
寺
本
に
は
、
前
段
に
見
え
た
天
皇
の

も
と
に
護
法
童
子
が
現
れ
る
場
面
が
な
い
た
め
、
京
大
本
の
「
べ
し
。
し
か
ら
ず

は
悉
降
伏
す
」
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
判
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
崇
福
寺
本
は
、
京
大
本
・
上
巻
・
第
六
段
中
盤

か
ら
下
巻
・
第
一
段
に
当
た
る
場
面
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
し
か
し
、
護
法
童
子
が
な
ぜ
現
れ
た
か
の
説
明
が
な
い
た
め
、
や
は

り
護
法
童
子
の
出
現
に
は
疑
問
が
残
る
。
崇
福
寺
本
に
も
と
も
と
該
当
場
面
が
な

か
っ
た
の
か
、
何
ら
か
の
理
由
で
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
、
話
の
構
成
と
し
て
は
京
大
本
の
流
れ
の
ほ
う
が
、
崇
福
寺
本
よ
り
自
然
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
系
統
と
第
二
系
統
で
は
、
第
一
系
統
に
「
祭
礼
場
面
か
ら
護
法
童
子
出
現

ま
で
の
場
面
が
な
い
」
点
以
外
で
、
話
し
の
流
れ
や
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な 

い
。
し
か
し
、
細
か
く
見
て
い
く
と
、
異
同
や
脱
文
、
改
段
整
理
が
行
わ
れ
た
場

面
が
あ
る
。
絵
画
も
妖
怪
た
ち
や
一
連
の
描
か
れ
方
が
異
な
っ
て
い
る

。

　
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
第
一
系
統
と
第
二
系
統
は
叙
述
の
相
違
点
か

ら
、
第
一
系
統
と
第
二
系
統
と
い
う
分
類
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
ど
ち
ら
が
先

に
成
立
し
た
か
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
第
一
系
統
、
も
し
く

は
第
二
系
統
が
先
に
成
立
し
て
、
も
う
一
つ
の
系
統
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
に
は
共
通
の
祖
本
（
い
わ
ば
第
零
系
統
）
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当

だ
と
考
え
る
。
崇
福
寺
本
は
欠
落
場
面
に
合
わ
せ
物
語
が
展
開
す
る
よ
う
に
、
京

大
本
は
話
の
構
成
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
へ
と
別
れ

て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
護
法
童
子
が
妖

怪
た
ち
を
懲
ら
し
め
る
場
面
に
注
目
す
る
と
、
崇
福
寺
本
が
先
に
成
立
し
た
と
す

れ
ば
、
崇
福
寺
本
に
あ
る
脱
文
を
京
大
本
は
増
幅
し
た
と
な
る
。
妖
怪
を
降
伏
さ

せ
る
目
的
の
た
め
に
現
れ
た
護
法
童
子
に
合
わ
せ
た
詞
書
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　
京
大
本
の
増
幅
部
分
を
も
う
一
度
見
て
み
よ
う
。「
た
ゞ
今
の
命
を
た
す
く
べ

し
。
し
か
ら
ず
は
悉
降
伏
す
べ
き
よ
し
」
の
ゴ
チ
部
分
が
、
崇
福
寺
本
に
は
な
い

記
述
で
あ
り
、
ま
る
で
穴
埋
め
の
よ
う
な
増
幅
で
あ
る
。
で
は
、
第
二
系
統
が
先

に
成
立
し
た
と
考
え
る
と
、
傍
線
部
は
脱
文
し
た
、
も
し
く
は
意
図
的
に
削
除
し

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
祭
礼
場
面
か
ら
護
法
童
子
出
現
の
場
面
を
大
幅
に
削
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除
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
こ
と
の
指
摘
と
し
て
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
部
分
だ
け
で
、
第
一
系
統
と
第
二
系
統
に
共
通
の
祖
本
が
あ
る
と
決
め
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
が
先
に
成
立
し
た
と
い
う
観
点
の
み
で
議

論
を
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
の
視
点
を
持
っ
て
諸
本
分
類
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
少
な
く
と
も
、
第
一
系
統
と
第
二
系
統
の
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
消
で
き
な
い
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
調
べ
、

深
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
し
か
答
え
が
な
い
と
考

え
ず
、
違
う
可
能
性
へ
の
議
論
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

四
、
第
二
系
統
に
お
け
る
早
大
本
の
位
置
づ
け

　
第
一
系
統
で
あ
る
崇
福
寺
本
と
、
第
二
系
統
と
し
て
取
り
上
げ
た
京
大
本
に 

は
、
詞
書
や
絵
な
ど
様
々
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
で
は
次
に
江
戸
時

代
に
流
布
し
た
第
二
系
統
の
絵
巻
ご
と
の
相
違
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
す

で
に
柴
田
芳
成
に
よ
り
、
京
大
本
と
早
大
本
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
指
摘
が
あ

る
も
の
の
、
先
行
論
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
と
い
う
認
識
が
大
勢
を
占

め
る
。
結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、
早
大
本
は
同
系
統
と
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
に
は

他
と
異
な
る
点
が
多
い
。
そ
の
早
大
本
と
の
相
違
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
早
大
本
と
他
の
第
二
系
統
の
絵
巻
の
挿
絵
の
違
い
を
み
て
お
こ
う
。
早

大
本
と
京
大
本
の
挿
絵
の
違
い
と
し
て
、
祭
礼
場
面
に
大
き
く
相
違
が
あ
る
。
道

具
で
あ
る
自
分
た
ち
を
妖
怪
に
し
て
く
れ
た
造
化
の
神
を
、
変
化
大
明
神
と
し
て

祀
り
、
祭
礼
を
行
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
神
輿
を
担
ぐ
妖
怪
た
ち
と
そ
の
周 

り
、
神
輿
の
前
を
歩
い
て
い
る
妖
怪
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
じ
祭
礼

場
面
を
描
い
て
い
る
が
、
色
味
や
画
風
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
行
列
に
参
加
し
て

い
る
妖
怪
た
ち
の
数
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
神
輿
を
担
い
で
い
る
妖
怪
に
つ

い
て
、
京
大
本
で
は
妖
怪
の
種
類
に
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
早
大
本
で

は
、
猿
に
み
え
る
も
の
、
鼻
が
長
い
も
の
な
ど
、
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
国
会
本
（
一
）
と
成
蹊
本
の
絵
巻
と
も
比
較
し
て
み
る
。
国
会
本
（
一
）

と
成
蹊
本
は
、
京
大
本
と
妖
怪
行
列
の
数
は
変
わ
ら
ず
、
神
輿
を
担
い
で
い
る
妖

怪
の
姿
も
同
じ
で
あ
る
。
京
大
本
、
国
会
本
（
一
）、
成
蹊
本
に
は
、
大
き
な
違

い
は
な
い
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
絵
画
を
比
較
し
て
み
る
だ
け
で
も
、
早
大
本
は
、

他
の
第
二
系
統
の
絵
巻
と
は
、
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
絵
師
や
書
写
者

が
異
な
る
た
め
に
、
画
風
や
妖
怪
の
描
き
方
に
も
違
い
が
出
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
早
大
本
と
他
の
第
二
系
統
の
絵
巻
に
み
ら
れ
る
相
違
は
、
妖
怪
の
数
な

ど
明
ら
か
な
も
の
で
あ
り
、
絵
師
や
書
写
者
の
違
い
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
早
大
本
が
第
二
系
統
に
お
い
て
、
絵
画
に
特
色
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
次
に

京
大
本
と
早
大
本
と
の
詞
書
と
画
中
詞
を
比
較
し
て
い
こ
う
。
す
で
に
柴
田
芳
成

に
よ
り
、「
第
5
図
の
位
置
を
「
詩
は
…
」
と
始
ま
る
章
段
、
及
び
二
篇
の
詩
の

後
に
移
動
し
て
お
り
、
章
段
分
け
に
も
改
変
整
理
が
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。「
改
変
整
理
」
の
部
分
と
は
、
上
巻
第
五
段
後
半
か
ら
第
六
段
前
半
で
あ 

る
。
京
大
本
で
は
、
第
五
段
第
五
図
の
挿
絵
の
中
に
、「
歌
は
こ
れ
和
国
の
風
俗

な
り
。
い
か
で
か
六
義
の
道
に
た
づ
さ
は
ら
ざ
ら
ん
」
に
加
え
て
和
歌
の
画
中
詞

が
あ
る
。
そ
し
て
、
第
六
段
冒
頭
の
、「
詩
は
こ
こ
ろ
ざ
し
の
ゆ
く
と
こ
ろ
な
り
。

風
月
の
才
な
く
は
、
も
と
の
器
物
に
こ
と
な
ら
ん
」
と
い
う
詞
書
に
続
い
て
、
漢

詩
二
首
が
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
早
大
本
で
は
、
京
大
本
の
第
五
図
に
あ
っ
た

画
中
詞
が
、
第
六
図
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
早
大

本
は
、
第
六
段
に
詩
や
和
歌
を
ま
と
め
る
と
い
う
改
変
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。

　
ま
た
、
京
大
本
は
、
第
六
段
の
漢
詩
に
続
け
て
、
変
化
大
明
神
を
祀
る
場
面
へ

と
続
い
て
い
て
い
る
。
早
大
本
は
、
段
を
変
え
て
第
七
段
に
変
化
大
明
神
を
祀
る

場
面
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
も
あ
る
。
早
大
本
が
詩
と
和
歌
を
一
つ
の
段

で
ま
と
め
て
い
る
点
に
は
、
読
者
へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。
詩
や
和
歌
を
ひ
と

ま
と
め
で
楽
し
ん
だ
後
、
段
を
変
え
て
再
び
物
語
が
動
き
出
す
こ
と
で
、
詩
や
和
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歌
を
単
体
で
も
詠
ん
で
欲
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
京
大
本
は
、
詩
や

和
歌
を
物
語
の
一
部
と
捉
え
て
い
る
。
早
大
本
も
同
様
に
、
詩
や
和
歌
は
物
語
の

一
部
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
さ
ら
に
詩
歌

を
際
立
た
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
改
変
整
理
ま
で
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
た
だ
の
写
し
間
違
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
加
え
て
、
早
大
本
と
京
大
本
で
は
、
漢
詩
の
部
分
に
語
句
の
異
同
も
み
ら
れ
る
。

京
大
本
の
漢
詩
部
分
二
首
目
、
第
三
句
に
、「
人
似
妖
紅
如
一
夢
」
と
あ
る
。
早

大
本
は
「
人
似
」
が
「
須
傾
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て

は
、
崇
福
寺
本
や
他
の
第
二
系
統
絵
巻
で
も
「
人
似
」
と
な
っ
て
い
る
。「
須
傾
」

で
は
文
意
不
明
の
た
め
、
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
転
写
の
過
程
を
明
ら
か
に

す
る
上
で
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
上
巻
・
第
三
段
に
お
い
て
、
人
間
に
復
讐
し
よ
う
と
す
る
捨
て
ら
れ
た

道
具
た
ち
を
止
め
よ
う
と
し
て
追
い
払
わ
れ
た
一
連
が
、
悔
し
く
て
仕
返
し
を
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
場
面
に
も
語
句
の
異
同
が
あ
る
。
該
当
場
面
の
京
大
本
を
引

用
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
此
一
連
、
道
心
者
と
は
申
な
が
ら
、
余
に
無
念
に
や
侍
り
け
む
、
た
ち
か

へ
り
鬱
憤
を
散
ず
べ
き
よ
し
申
せ
ば
、
弟
子
ど
も
ひ
き
と
ど
め
け
る
程
に
お

も
ひ
つ
づ
け
侍
り
。

　
早
大
本
は
、「
鬱
憤
」
が
「
無
念
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
崇
福

寺
本
で
も
「
鬱
憤
」、
他
の
第
二
系
統
絵
巻
で
も
「
鬱
憤
」
と
す
る
。
写
し
間
違

い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
早
大
本
の
書
写
者
が
、
意
図
し
て
書
き
換
え
た
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。『
時
代
別
国
語
辞
典  

室
町
時
代
編
』「
鬱
憤
」
項
に
よ
る
と
、 

「
鬱
憤
を
散
ず
」
と
は
、「
何
ら
か
の
報
復
行
為
を
し
て
、
そ
の
人
に
対
し
て
心

の
中
に
憤
っ
て
い
る
怒
り
や
不
満
を
解
消
す
る
」
と
あ
る
。「
無
念
」
項
に
は
、 

「
無
念
を
散
ず
る
」
と
は
、「
復
讐
す
る
、
す
な
わ
ち
或
る
憎
悪
な
ど
を
晴
ら
す
」

と
あ
る
。
ど
ち
ら
も
『
太
平
記
』
に
用
例
が
あ
る

。「
無
念
」
と
す
る
場
合
、

受
け
た
行
為
の
悔
し
さ
や
憎
悪
と
い
う
気
持
ち
を
晴
ら
す
、
と
い
う
感
情
的
な
面

が
強
い
印
象
を
受
け
る
。「
鬱
憤
」
は
、
怒
り
や
不
満
を
つ
の
ら
せ
て
、
仕
返
し

を
す
る
と
い
う
行
為
を
重
要
視
し
て
い
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

　
早
大
本
の
「
無
念
を
散
ず
」
の
意
味
で
と
る
と
、
一
連
は
他
の
古
道
具
た
ち
を

説
得
し
よ
う
と
し
た
が
、
荒
太
郎
に
打
た
れ
て
古
道
具
た
ち
の
会
議
か
ら
追
い
出

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
た
い
そ
う
悔
し
く
思
っ
て
い
る
。
悔
し
い
か
ら
そ
の

恨
み
を
晴
ら
し
た
い
、
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
弟
子
に
と
め
ら
れ
る
と
解
釈
で

き
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
京
大
本
の
「
鬱
憤
を
散
ず
」
の
意
味
で
と
る
と
、
荒

太
郎
に
打
た
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
一
連
自
身
も
同
じ
よ
う
に
荒
太
郎
を
打
っ
て

や
り
た
い
、
も
し
く
は
古
道
具
た
ち
に
説
教
で
も
し
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

を
弟
子
た
ち
に
な
だ
め
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
ど
ち
ら
の
意
味
で
と
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
一
連
は
自
分
が
さ
れ
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
が
し
た

い
、
も
し
く
は
他
の
行
為
で
仕
返
し
を
し
た
い
と
冷
静
に
考
え
て
い
る
よ
り
、
悔

し
い
か
ら
復
讐
し
た
い
と
単
純
に
考
え
た
方
が
、「
弟
子
ど
も
ひ
き
と
ど
め
け
る
」

に
つ
な
が
り
や
す
い
と
感
じ
る
。
一
連
の
こ
と
を
引
っ
張
っ
て
で
も
弟
子
が
止
め

る
程
、
一
連
の
感
情
が
高
ぶ
っ
て
い
た
、
と
す
る
と
一
連
の
悔
し
さ
を
よ
り
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
早
大
本
の
書
写
者
が
一
連
の
思
い
を
よ
り
感
情
的
に
表
現
す

る
た
め
に
、「
鬱
憤
を
散
ず
」
か
ら
「
無
念
を
散
ず
」
へ
、
意
図
的
に
書
き
換
え

た
可
能
性
が
あ
る
。

　
以
上
の
相
違
か
ら
、
早
大
本
は
、
書
写
者
が
意
図
を
も
っ
て
書
き
換
え
た
、
別

系
統
の
絵
巻
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
詞
書
と
画
中
詞
の
京
大
本

と
の
相
違
は
、
写
し
間
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
が
、「
改
変
整
理
」
さ
れ
て
い
る

部
分
は
単
な
る
間
違
い
と
は
判
断
し
づ
ら
い
。「
改
変
整
理
」
を
す
る
こ
と
で
、

表
現
し
た
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
意
図
的
に
構
成
を
変

え
た
と
す
る
と
、
他
の
諸
本
と
の
相
違
も
、
早
大
本
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
絵
画
に
関
し
て
は
、
画
風
や
妖
怪
、
人
物
の
数
な
ど
異 

な
っ
て
い
る
点
が
多
い
。
そ
う
し
た
違
い
の
中
で
も
、
牛
車
の
御
簾
の
上
げ
下
げ

な
ど
の
関
白
一
行
の
場
面
は
、
意
識
的
に
他
の
諸
本
と
描
き
分
け
て
い
る
と
考
え
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ら
れ
る
。

　
第
一
系
統
、
第
二
系
統
に
加
え
て
、
新
た
に
第
三
系
統
を
立
ち
上
げ
る
に
は
根

拠
に
乏
し
い
。
し
か
し
、「
第
二
系
統
で
あ
る
江
戸
時
代
の
絵
巻
群
に
は
ほ
と
ん

ど
違
い
は
み
ら
れ
な
い
」
と
、
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
に
は
早
大
本
だ
け
異
な
る
点

が
多
い
の
で
あ
る
。
新
た
な
系
統
を
立
ち
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
第
二
系
統
の
中

で
、
京
大
本
系
、
早
大
本
系
な
ど
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
第
二
系
統
の
絵
巻
は
、
本
奥
書
と
し
て
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
頼

業
と
い
う
人
物
が
書
写
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
伝
本
が
多
い
。
京
大
本
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。
早
大
本
は
、
下
巻
を
欠
く
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
本
奥
書
が
み
え
ず
、

別
に
「
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
守
純
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る

。
本
稿
で
は
ひ

と
ま
ず
、
寛
文
六
年
の
本
奥
書
が
あ
る
か
否
か
で
諸
本
分
類
の
可
能
性
を
探
る
こ

と
を
提
案
す
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
室
町
時
代
作
の
『
付
喪
神
絵
巻
』
に
は
、
最
古
の
絵
巻
で
あ
る
崇
福
寺
本
の
み

の
第
一
系
統
と
、
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
絵
巻
群
の
第
二
系
統
が
存
在
す
る
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
絵
巻
群
と
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
第
二
系

統
に
着
目
し
て
、
諸
本
分
類
と
『
付
喪
神
絵
巻
』
テ
キ
ス
ト
の
展
開
に
関
す
る
新

た
な
考
察
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
『
付
喪
神
絵
巻
』
は
第
一
系
統
と
第
二
系
統
の
ど
ち
ら
が
先
に
成
立

し
た
か
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
第
一
系
統
と
第
二
系
統
の

比
較
を
通
し
て
、
第
一
系
統
に
は
、
欠
落
場
面
や
第
二
系
統
と
の
異
同
、
脱
文
、

改
段
整
理
な
ど
が
行
わ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
、
絵
画
に
お
い
て
も
、
妖
怪
た
ち

や
物
が
太
刀
の
展
開
を
担
う
「
一
連
」
の
描
か
れ
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
系
統
と
第
二
系
統
に
は
共
通
の
祖
本
が
あ
り
、
そ

の
祖
本
か
ら
崇
福
寺
本
は
欠
落
場
面
に
合
わ
せ
物
語
が
展
開
す
る
よ
う
に
、
京
大

本
は
話
の
構
成
を
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
へ
と
別
れ
て

い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
系
統
の
中
で
も
早
大
本
が
異
質
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

早
大
本
と
他
諸
本
の
比
較
を
通
し
て
、
早
大
本
は
、
詞
書
を
書
写
者
が
意
図
を 

も
っ
て
書
き
換
え
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
い
く
つ
か
あ
る
。
特
に
「
改
変
整 

理
」
は
、
た
だ
の
写
し
間
違
い
と
は
考
え
に
く
く
、
意
図
的
に
構
成
を
変
え
た
と

推
測
で
き
る
。
絵
画
に
関
し
て
も
、
画
風
や
妖
怪
、
人
物
の
数
な
ど
異
な
っ
て
い

る
点
が
多
い
。
そ
う
し
た
違
い
の
中
で
も
、
牛
車
の
御
簾
の
上
げ
下
げ
な
ど
の
関

白
一
行
の
場
面
は
、
意
識
的
に
他
の
諸
本
と
描
き
分
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
相
違
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
第
二
系
統
は
、
江
戸
時
代
の
絵
巻
群
と
し
て

ひ
と
ま
と
め
に
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
第
二
系
統
の
中
で
、
京
大
本
系
、
早
大
本

系
な
ど
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か 

に
な
り
、
テ
キ
ス
ト
ご
と
に
お
け
る
「
読
み
」
の
可
能
性
が
広
が
っ
た
と
言
え 

る
。

　
本
稿
で
は
、
他
の
仏
教
宗
派
の
考
え
方
と
の
比
較
、
和
歌
や
漢
詩
の
読
み
込
み
、

助
詞
の
相
違
と
い
っ
た
細
か
い
違
い
を
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
二
系
統

で
取
り
上
げ
た
早
大
本
が
上
巻
し
か
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
諸
本
比
較
も
上
巻

が
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
さ
ら
な
る
考
察
を
行
う
こ
と
で
、
第
二
系
統
が

近
世
に
広
ま
っ
た
理
由
の
深
堀
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

六
、
付
記
に
か
え
て

　
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
度
、
国
際
文
化
学
科
、
村
中
汐
吏
の
卒
業
論
文
を
、
指

導
教
員
で
あ
る
目
黒
将
史
が
論
文
の
体
裁
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文

に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
目
黒
が
も
つ
こ
と
と
す
る
。
卒
論
で
は
絵
画
も
引
用
し
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て
詳
細
に
分
析
し
て
い
た
が
、
紙
幅
と
掲
載
許
可
の
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
絵
画

の
掲
載
、
お
よ
び
絵
画
の
分
析
、
論
考
を
大
幅
に
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
卒
論
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
未
調
査
の
絵
巻
も
多
い
。
ま
た
本
来
で
あ
れ
ば
、

す
べ
て
の
本
文
を
校
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
で
き
て
い
な
い
。
読
み
の
浅
い

部
分
も
あ
る
。
活
字
化
し
て
世
に
出
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
論
考
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
論
の
中
で
も
指
摘
し
て
い
る
が
、『
付
喪
神
絵
巻
』
は
、
最
古
の
絵

巻
で
あ
る
崇
福
寺
本
の
み
が
注
目
さ
れ
、
近
世
期
に
広
ま
っ
た
絵
巻
群
は
十
把
一

絡
げ
に
扱
わ
れ
て
き
た
。
絵
巻
の
模
本
の
重
要
性
は
楊
暁
捷
に
よ
り
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る

。
近
世
に
成
立
し
た
絵
巻
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
特
徴
が
あ
る

は
ず
だ
が
、
そ
の
伝
本
一
つ
一
つ
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
本
稿
を
学
界
に
投
じ
る
意
味
は
大
き
い
。
こ
れ
は
今
年

の
説
話
文
学
会
（
二
〇
二
三
年
大
会
・
60
周
年
記
念
大
会
、
七
月
一
日
、
於
早
稲

田
大
学
）
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
「
説
話
文
学
研
究

　
つ
ぎ
の
六
〇
年
に
向
け
て
」

を
う
か
が
っ
て
強
く
感
じ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
近
世
期
に
広
ま
っ
た
絵
巻
群
だ 

が
、
広
い
意
味
で
は
流
布
本
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
流
布
本
に
は
流
布
本
の
良
さ
が

あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
で
新
た
な
諸
本
一
覧
を
提
供
で
き
た
。
こ
れ
は
今
後
、『
付
喪
神

絵
巻
』
を
研
究
し
て
み
よ
う
と
い
う
初
心
者
に
と
っ
て
、
と
く
に
使
い
や
す
い
諸

本
一
覧
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
の
諸
本
一
覧
で
は
底
本
が
不
明
な
も

の
も
あ
り
、
具
体
的
に
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
た
れ
ば
よ
い
か
、
学
部
生
レ
ヴ
ェ
ル

に
は
易
し
く
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
現
在
、
ネ
ッ
ト
で
の
作
品
公
開
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
な
か
で
、
か
な
り
の
伝
本
が
ネ
ッ
ト
上
で
確
認
で
き
る
。
当
然
本
物
を

見
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
貴
重
な
絵
巻
を
学
部
生
が
手
に
取
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
な
い
た
め
、ネ
ッ
ト
で
の
資
料
公
開
は
大
変
に
あ
り
が
た
い
。
遺
漏
・

誤
謬
も
あ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。
厳
し
く
ご
批
正
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
ご
教
示

い
た
だ
き
た
い
。

　
三
章
の
崇
福
寺
本
・
下
巻
・
第
一
段
と
京
大
本
・
下
巻
・
第
二
段
の
本
文
異
同

に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
京
大
本
に
あ
る
「
べ
し
。
し
か
ら
ず
は
悉
降
伏
す
」
の
脱

文
を
意
図
的
に
叙
述
を
削
っ
た
と
読
ん
で
み
た
が
、
目
移
り
の
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
話
末
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
異
同
は
と
も
か
く
、
崇
福
寺
本
「
想
て
、

各
か
た


」
と
京
大
本
「
そ
れ
て
、
か
た
く
」
と
の
異
同
も
見
逃
せ
な
い
。
踊

り
字
「


」
と
平
仮
名
「
く
」
は
よ
く
誤
写
、
誤
読
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
異
同
は
誤
写
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
し
か 

し
、
問
題
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
細
か
い
異
同
の
精
査
が
、
こ
れ
ま
で
分
析
の
対

象
か
ら
外
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
全
文
を
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
全

伝
本
の
諸
本
校
合
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
『
天
神
縁
起
』
や
『
厳
島
縁
起
』
な
ど
の
作
品
も
同
様
で
あ
る
。
と
く
に 

『
厳
島
縁
起
』
は
、
現
存
す
る
最
古
の
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
の
書
写
絵
巻
以

外
に
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
種
の
版
本
（
明
暦
二
年
・
一
六
五
六
刊
）

と
江
戸
期
の
大
量
の
写
本
群
で
あ
る
。
近
世
期
に
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
群
に
真
摯

に
向
き
合
う
必
要
性
が
あ
る
の
だ
。

注
　
齋
藤
真
麻
理
『
妖
怪
た
ち
の
秘
密
基
地

　
つ
く
も
が
み
の
時
空
』（
平
凡
社
、

二
〇
二
〇
年
）。
構
成
の
都
合
に
よ
り
、
注

が
二
箇
所
あ
る
。


　
筧
真
理
子
「
研
究
ノ
ー
ト
「
付
喪
神
絵
巻
」
の
諸
本
に
つ
い
て
」（『
博
物
館

だ
よ
り
』
十
五
号
、
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
〇
年
）、
柴
田
芳
成
「『
付

喪
神
』
解
題
」（『
京
都
大
学
蔵

　
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
第
十
巻
、
臨
川

書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
注

齋
藤
著
書
。


　
『
栄
花
物
語
』
巻
二
十
八
「
わ
か
み
づ
」
に
、「
あ
ら
た
ま
の
年
よ
り
も
若

宮
の
御
有
様
こ
そ
、
い
み
じ
う
う
つ
く
し
う
お
は
し
ま
せ
。
若
水
し
て
い
つ

し
か
御
湯
殿
ま
い
る
」
と
あ
る
。
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ 

る
。
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
　
注

柴
田
論
文
。
以
下
、
柴
田
芳
成
の
先
行
研
究
と
い
う
場
合
、
こ
の
論
文

を
指
す
。


　
『
閑
吟
集
』
一
六
一
「
か
の
邯
鄲
の
仮
枕

　
夢
は
五
十
年
の
あ
は
れ
世
の

　

た
め
し
ま
こ
と
な
る
べ
し
や

　
た
め
し
ま
こ
と
な
る
べ
し
や
」、『
太
平
記
』

巻
二
十
五
「
黄
梁
一
炊
の
夢
の
事
」「
楊
竜
山
が
日
月
を
謝
す
る
詩
に
作
つ

て
曰
く
、
少
年
よ
り
力
め
て
学
ん
で
志
す
べ
か
ら
す
張
る
べ
し
、
得
失
由
来

一
夢
長
し
、
試
み
に
問
ふ
邯
鄲
枕
を
欹
つ
る
客
、
人
間
幾
度
か
黄
梁
を
熟
せ

し
む
、
と
。
こ
れ
を
邯
鄲
午
炊
の
夢
と
は
申
す
な
り
。
か
や
う
の
あ
だ
な
る

事
も
夢
の
中
に
は
候
ふ
ぞ
か
し
」。
い
ず
れ
も
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
に
よ
る
。


　
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。


　
卒
業
論
文
で
は
絵
画
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
を
行
っ
た
が
、
本
稿
で
は
紙
幅

の
都
合
も
あ
り
割
愛
し
た
。


　
『
太
平
記
』
巻
三
十
二
「
神
南
山
合
戦
の
事
」「
今
度
の
義
兵
を
お
こ
す
事
、

全
く
余
人
の
た
め
な
ら
ず
。
佐
々
木
入
道
道
誉
に
無
念
を
散
ぜ
ん
が
た
め
な

り
。
そ
の
志
儀
に
叶
っ
て
、
い
ま
だ
陳
を
ば
さ
ら
ざ
り
け
り
。
只
今
討
た
ず

ば
何
の
時
を
か
期
す
べ
き
。
進
め
や
物
ど
も
」。『
太
平
記
』
巻
十
七
「
堀
口

還
幸
を
抑
へ
留
め
る
事
」「
身
を
法
体
に
替
へ
、
罪
な
き
死
を
賜
ら
ん
と
存

じ
候
ひ
し
と
こ
ろ
に
義
貞
・
義
助
等
事
を
逆
鱗
に
寄
せ
、
日
来
の
鬱
憤
を
散

ぜ
ん
と
仕
り
候
ふ
間
、
休
む
事
を
得
ず
し
て
、
こ
の
乱
天
下
に
及
び
候
ふ
」。

引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。


　
成
蹊
本
に
は
「
円
融
房
無
相
」
と
書
き
入
れ
が
あ
る
。


　
楊
暁
捷
「
絵
巻
の
模
写
か
ら
何
を
読
み
取
れ
る
の
か

－

『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』

模
写
群
を
手
掛
か
り
に
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
一
一
一
号
、
二
〇
一
四

年
一
月
）。




